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図５ 海馬におけるトレーサー集積量と海馬容積との相関（上段：[18F]THK-5117、 

下段：[11C]PiB）（○は健常高齢者（HC）、■はアルツハイマー病（AD）患者） 

 

海馬における部分容積効果補正後の[18F]THK-5117 SUVR値は、アルツハイマー病患者の

海馬容積と有意な負の相関を示した。一方、[11C]PiBの集積量は認知症重症度や海馬容積

と相関しなかった。 
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図 6 (S)-[18F]THK-5117と(R)-[18F]THK-5117の化学構造 
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 Ki (nM) 

(S)-THK-5117 9.4±3.4 

(R)-THK-5117 25.7±6.2 

 
図 7. (±)-[3H]THK-5117を用いたアルツハイマー病患者脳ホモジネートに対する（Ｓ）お

よび(R)THK-5117の競合結合実験結果 

 
AD患者脳ホモジネートを用いた試験では S体の方が R体よりもタウに対する結合性が
高かった。 
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図 8 アルツハイマー病患者脳切片における嗅内皮質近傍の
(
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図 9 [18F]THK
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標識合成装置の制御画面図。
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図 10 分析高速液体クロマトグラフィーで得られた
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プローブ[18F]THK
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